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ある。Keysar et al. （2000）では，ワーキングメモリ容
量の高群の方が低群よりも正しいものを動かすまでの時
間が，短いことが示された。また，ディレクター課題の
遂行と同時に， 2 桁の数字を 4 つ覚えておく課題を行っ






Light & Nix, 1983；Moll & Tomasello, 2006）では，同
じオブジェクト（群）について，自分からの見えと他者
からの見えがどのように違うかということを調べてい







一般的に一次の誤信念課題（「A さんは X と思ってい
る」ことの理解）は乳児期の 4 歳から 6 歳の間に通過し
（Wimmer & Perner, 1983），二次の誤信念課題（「B さ
んは『A さんは X と思っている』と思っている」は児
童期の 6 歳から 9 歳の間に通過できるようになるとされ













































ている（Flavell, Everett, Croft, & Flavell, 1981 奥山・





ベル 2 の段階を獲得するのは 4 歳から 5 歳以降である。
他者視点の課題の 1 つに左右識別があげられる。三
宅・大村・高嶋・山内・橋本（1989）では，自己視点に
おける左右識別が可能になるのは 4 歳 6 か月とし，Ben-









Sedivy（2002 古見による 2014）は， 2 × 2 の棚を用い
て 5 ～ 6 歳の児童を対象に，Epley, Morewedge, & 




究では，本研究では Keysar et al. （2000）にならい， 4
× 4 の棚を用いて幼児を対象に実験を行う。



















オブジェクトの選択肢の個数において， 2 個と 3 個の
条件を設定する。 3 個条件の音声には大きさの指示を含
む。選択肢が多いこと，大きさの指示を含むことから，
















児の平均年齢は 5 ： 5 歳（SD＝ 0 ： 6 ）だった。
ディレクター課題















れている場合（選択肢 2 個）を 2 個条件，同じ種類で大
きさが異なる 3 つのオブジェクトが棚に置かれている場
合（選択肢 3 個）を 3 個条件とした。 2 個条件では， 2















































ト，または同じ種類のオブジェクトを 1 組とし， 1 つの
棚には 3 組のオブジェクトを設置した。音声刺激を 3 つ






















でを 1 試行とした。棚は 4 面用意し， 1 面につき 3 試行















図 3 ， 4 に示した。ディレクター課題の難易度（難条
件，易条件）×個数（ 2 個， 3 個）×年齢（年長児，年
中児）の 3 要因混合分散分析を行った。反応時間と視線




































図 3 ： 年齢ごとの反応時間の平均値（エラーバーは標
準偏差）










群における反応時間と視線到達時間の平均値を図 7 ， 8
に示した。ディレクター課題の難易度（難条件，易条
件）×個数（ 2 個， 3 個）×発話（あり，なし）の 3 要
因混合分散分析を行った。反応時間と視線到達時間で，






図 5 ： 性別の反応時間の平均値（エラーバーは標準
偏差）
図 6 ： 性別の視線到達時間の平均値（エラーバーは
標準偏差）




男児 女児 男児 女児
あり 8 （89％） 8 （62％） 8 （73％） 5 （33％）
なし 1 （11％） 5 （38％） 3 （27％） 10（67％）
図 7 ： 発話の有無ごとの反応時間の平均値（エラー
バーは標準偏差）
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